
はならない。人3およぴ棵找の点で群衣を維7させることが可能であるかどうかが問題である。 

fにこのような多因子的及因を労由しようとすると必耍な棕本次が培え,経費も峙間もか、る 

点は大型試^の共通の問超とならう。
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7 大型機械による造林作業の檢械化

!次験担当者

様械化部根阂4長:山顚三平

〃 楸械第二研究室:三村・和列・廣内正雄,平松 條

2 試麴自的

林炙の労您生拜性の向上を方図し.とくに檢械化作緊の迎Hがおくれている造林作寇に対し. 

大型极械すなわちトラクタおよび同付順作•業械による地捂え•植付・下刈り•紫帮敢為"仪根 

処理等各作英のワンマンコントロールによる梓株化を可浅ならしめることは,建林作業の板械 

化の可能性を立旋する上で大きな海.逢を冇する段勝をむかえている。このことは本Kのみなら 

ず滋外の林榮先if岡を通じての期向であって•各伊トラクタ付网荒林用作芙槌如斯発をはかる 

とともに.その靜械性能および作桨性能・これる作炒の紐合わせ此よる蜘化作業法羽に検 

討をくわえ,大俎板诚(ヒに聞する華礎的技術M 况用的技術体系の柿立に谤するものである。

3 な和4 2年度の险调とえられた結果

1)山地斜而忙おいて停?^方向に拠回すろクローラトラクタの丽詞m力Ptc(pS)KB8 

し解折をおこない.この:秘の林英用トラクタの基砌旅の一つをあきらかにした。

p 〃ふ ・2屿｛?んモ4(2T一“)或京_
IC 27。グ’。2 く 2ドー») 非 /X(2r-A)>

+ 法・Ena+专'

ここで,Qじ:トラクタ装偽重iri(际),VO :焜回時の页体中心の走行速肉:(km/hT\
V :トラクタの全核紙効率

y〇 :トラクタの走行抵抗保散. A :攻带の4曲向の挙・擦係故・£:接也長(W )

お:外圓戒带中心の慶回半径(m)
力:トラックゲージ(m ),



力:トラクタの帀心の高さ(加).眾カ加迎SE 5! 8 ( w/Scc5 )•

a :奇面にあるトラクタの圈方同の傾朔•角(° ).

P :斜面にあるトラクタの進行方向の蚀’斜角(° ).

w :糸!!印にあるトラクタの進行方何の水平爐とのなす角(3 )・

T:斜面の浦斜角(〇)

a = s i n ' ji1! n( 9 Q—w)si u T fi=$ i n \s i n utst n f )

2 )試作せるトラクタ背負式湖圧/吻游代根処理機の伐扱作伐について解旅し同疚,の伐秋 

処理所要あカ P： c ( P S )•および平位燃斜洒谩償当り疗根切帀苗吹球// )は次式 

Xり推定することができることをあきらかにした。

・、, /・・•N’!•
P » c = —- -------------------------------

75•あ・宀・か・なWh

ここで、技.伐根処理刃の単位切削折抗力・

b :伐根処理刃の顷炯巾・

h :カソテ< ンタドラムの切削琛さ.

Vf :カブティングドラムの送り速度

火:p Toeと油圧モータとの任林効率

りcd :カブティングドラムの枪械他家

% :础ホンブの全篇;fi

钿:福モータの全効率

乃h :高J上•ゴムホースの伊黄

2

ここで•Q :也位時間当り伐;根切削堡(*/B GC )9C

JT・ r% ・厂’ •力• n • 3 • N・、c 

65

几:同特に伐根を切削している刀ラタの数

& •・か"、枚の央％に切削している.さ

r :ガソタ先株の质凯回侦半径

P :岭料の比京.軽油•0Q8 2 5 ( ,9r/糖)

几:トラクタ件林扳以で各径の斉林作圣をする坍合の単伽郴:,単ド热カ当り

正味燃料消費律。r/PS・んr

1.3 9、
=(0.1 6 2 + — ) N0

七

3)試作に成功せるトラクタ甘負式英剤散布板の依物・故泣性祖てついて解折した結果, 

走行收孙峙の所伸出力pd ( P S )お.!:び単位:*W6費・当り散粉わ

(与〇 wdor\
d (J―: J は次式より抵定できあことをたしかめた。

{ (E+恥)く.ハco$a+s侦a) }劣・い两
Pd r e = — • "

75 -60 • I)- i2 •:,ろ・为・偽・为

卜 Q • % ・劣(2 k・ぐ・ N b )' •10ー、

216 • 7 5・9 (七・u ・し・レ・ . • 5>’ 光・,ら•七・り

ここで,區:•架削畋為玲の娯何垂抽(冲).

/,:トラクタの走行担抗係诚, a :遂行万向
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の斜面勾笠(")・Zp :トランクシュ-のピッチ長(况)

n :トラックシューの徼•:トラクタエンジンの回反敖(r pm).
Q:梁词故知根の甜(卄ノ球).

f)« :冷灰の比重•昴.2 0 'C . 7 6 0 絕 H9 .跡7 5 % で1.2 K?/nf
存,:インべラの塚擦保散=1一号’

£ :ブロワの羽扱の枚数・ 

r :プaワの外経(m ).
Nb :プロワの回毎故(rpm).
标:PTO4ft^a0t .

:6 ,”・以・"・“° :あ剤散碱の詫速比

み:プロワの全加率=わ"m・丄・们

L :PTO抽の杭核効宰

花,％,%,四・ふ:薬剤散布桃の椒械効率

ら:インペラディスクの摩擦効温・りe :プロワの杖械効率,

グ・:ブdワの容mm, 〃t :ブロワの全圧効菜

Qd ・〃•10*
(2d =---------------------------------------------------------------------

((Wt +Wd ) ( f tcosa-^si n« )Jl* nNe
/b\------------- :-----------------------------------------

I 75・60・希•& f ・グ】•% • % •

Q • Q。•〃( 2仃・ゲ-Nb 尸 T0~* }
216・ 753(も w 板％ ・»”。)'・産・い・ Fo J

ここで,

Q :堵料の比亟.•流演で0-8 2 5 ( Sr/ctS)
气:空気の比币带.2 0 *C r 7 6 0縛H9,湿度7 5 gで1.2 Kg/nf

Qd :トラクタ藥剤散瓶板の単位時閲当り散粉埔 レW 
旭00022 5 (标 f •& ・标・如七 Ne )11688

その他:前出。

4昭和4 3年度の心計®

林案用4輪翳飲冷ピポブトステキリング式ホイールトラクタの造林用作斐機の作勃を可終に 

するような改造をおこなうこと］てより,この種淋菊用ホイールトラクタの造林作桀への応用の 

可能性について基礎件旌の実験解柝を開始するとともに集材性屹の朝もLこな嵐


